
emergency medicine

任
救
急
医
を
擁
す
る
、
国
内
屈
指
の
規
模

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

　
「
救
急
科
専
門
医
の
い
る
病
院
に
は
複

合
的
な
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
大
友

康
裕
教
授
は
説
明
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
日

本
の
救
急
科
専
門
医
は
、
3
次
救
急
を
診

療
す
る
専
門
医
と
し
て
成
立
し
た
。
一
方
、

初
期
、
2
次
救
急
の
一
般
救
急
医
療
は
従

来
、各
診
療
科
の
専
門
医
が
担
っ
て
い
た
。

　

初
期
、
2
次
救
急
へ
の
救
急
科
専
門
医

の
配
置
は
、
救
急
医
療
の
質
的
な
向
上
、

救
急
患
者
受
け
入
れ
増
加
、
医
学
教
育
の

場
の
提
供
、
各
診
療
科
を
救
急
か
ら
開
放

し
、
本
来
業
務
に
専
念
さ
せ
る
な
ど
様
々

な
利
点
が
あ
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
、〝
医
科
歯
科
ス
タ
イ
ル
〞
と
呼

ぶ
新
し
い
方
式
で
救
命
救
急
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。
ま
ず
、
す
べ
て
の
症
例
の

初
期
対
応
を
セ
ン
タ
ー
の
救
急
科
専
門
医

が
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
手
術
な
ど
の
治

療
を
行
う
。
初
期
救
急
、
2
次
救
急
患
者

は
、
初
期
対
応
の
後
、
一
般
病
棟
の
各
診

療
科
に
つ
な
ぐ
が
、
3
次
救
急
患
者
は
救

命
救
急
病
棟
に
入
院
後
の
集
中
治
療
も

担
当
す
る
。

　
「
例
え
ば
、
初
期
段
階
か
ら
の
戦
略
的

な
治
療
法
の
選
択
、
軽
症
と
診
断
さ
れ
た

中
に
潜
む
重
症
例
の
発
見
な
ど
が
可
能
に

な
り
ま
す
」（
大
友
セ
ン
タ
ー
長
）

　

E
R
セ
ン
タ
ー
は
医
学
教
育
で
も
重
要

な
役
割
を
担
う
。
患
者
層
、
重
症
度
、
疾

患
や
外
傷
な
ど
が
多
岐
に
わ
た
る
か
ら
だ
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
、
優
秀
な
救
急
科
専
門
医
を
育

成
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

る
。
都
内
の
大
学
病
院
併
設
型
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
独
立
し
て
3
次
救
急

に
特
化
し
た
診
療
体
制
を
敷
く
施
設
が

多
い
が
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
初

期
、2
次
救
急
診
療
も
充
実
し
て
学
べ
る
。

大
学
病
院
で
は
、
高
度
な
医
療
を
実
施
す

べ
く
、
特
殊
な
症
例
を
扱
う
こ
と
が
多
い

が
、
救
急
の
現
場
で
は
一
般
的
な
病
気
に

触
れ
る
機
会
が
格
段
に
多
く
、
研
修
医
や

学
生
に
良
好
な
研
修
・
実
習
の
機
会
を

提
供
で
き
る
。

　

2
0
1
0
年
度
の
厚
生
労
働
省
に
よ
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
評
価
で
は
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
全
国
1

位
と
な
っ
た（
表
）。
こ
れ
は
全
国
2
2
1

カ
所
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
診
療
体
制
、

患
者
受
け
入
れ
実
績
な
ど
の
項
目
を
点
数

化
し
て
評
価
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

救
急
科
専
門
医
の
育
成
、
救
命
救
急
体

制
の
充
実
は
、
患
者
の
安
心
・
安
全
に
大

き
く
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
昨

今
問
題
視
さ
れ
て
い
る「
医
療
崩
壊
」を
救

う
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
「
今
後
は
、
優
秀
な
救
急
科
専
門
医
を

社
会
に
送
り
出
し
な
が
ら
、
災
害
救
急
医

学
分
野
の
研
究
、
海
外
留
学
な
ど
を
充
実

さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
10
年
後
、
救
急
科
専
門
医
の
存
在
価

値
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
」（
大

友
セ
ン
タ
ー
長
）

医
が
不
足
し
て
い
る
。
2
0
1
0
年
10
月

現
在
、
日
本
国
内
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

は
2
3
4
施
設
で
、
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す

る
救
急
科
専
門
医
の
人
数
は
、
1
セ
ン
タ

ー
あ
た
り
平
均
4
・
22
人
と
な
っ
て
お
り
、

将
来
に
向
け
早
急
な
救
急
科
専
門
医
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
2
0
0
6
年
、

医
学
部
附
属
病
院
に
E
R
セ
ン
タ
ー
が
発

足
し
た
。
本
格
的
に
患
者
受
け
入
れ
を
開

始
し
て
以
来
、
連
日
20
台
を
超
え
る
救
急

車
の
受
け
入
れ
を
実
施
。
附
属
病
院
で
の

体
制
の
整
備
、
各
専
門
の
診
療
科
と
の
連

携
体
制
の
構
築
を
図
り
、
07
年
に
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。

30
床
の
集
中
治
療
室
と
20
人
以
上
の
専

　

救
急
科
専
門
医
は
大
き
く
分
け
て
、「
病

院
前
救
急
・
災
害
救
急
」「
E
R
型
救
急
」

「
救
命
救
急（
最
重
症
患
者
の
み
の
初
療
と

集
中
治
療
）」と
い
う
3
つ
の
役
割
を
担
う
。

　

病
院
前
救
急
で
は
、
救
急
科
専
門
医
が

ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
現
場
に

出
向
い
て
治
療
を
行
う
。
こ
の
活
動
は
災

害
時
に
現
地
で
行
う
医
療
に
も
生
か
さ
れ

る
。
E
R
型
救
急
は
、
軽
症
か
ら
重
症
ま

で
あ
ら
ゆ
る
診
療
科
に
ま
た
が
る
救
急
患

者
の
初
期
診
療
を
行
う
。
救
命
救
急
は
、

重
症
外
傷
、
シ
ョ
ッ
ク
、
多
臓
器
不
全
な

ど
の
最
重
症
患
者
に
高
度
な
救
命
治
療

を
提
供
す
る
。

　

日
本
救
急
医
学
会
の
試
算
に
よ
る
と
、

全
国
で
は
約
2
5
0
0
人
の
救
急
科
専
門

救命救急センター
日本の

救急医療を先導する
救急科専門医の活躍の場が拡大している。

東京医科歯科大学では2006年、医学部附属病院にERセンターが発足し、3次救急の患者受け入れを開始。
翌2007年には救命救急センターとして正式に承認された。初期、2次、3次の体制を整備し、軽症から最重症までの

救急患者を扱う東京医科歯科大学の救急医療が新たな発展を遂げようとしている。

TMDU ER center

特集

Bloom! 医科歯科  No.12 6Bloom! 医科歯科  No.127

医科歯科スタイル

3次救急初療室

救急科専門医

一般病棟初期、2次救急外来

救命救急病棟

各科対応救急科
専門医

■全国の救命救急センター別評価
順位 都道府県 病院名 評価

点数
改善を要
する点数

1 東京都 東京医科歯科大学医学部附属病院 94
1 埼玉県 埼玉医科大学国際医療センター 94
3 東京都 杏林大学医学部付属病院 93
4 神奈川県 東海大学医学部付属病院 91
4 東京都 独立行政法人国立病院機構災害医療センター 91
6 兵庫県 神戸市立医療センター中央市民病院 90
7 愛知県 愛知医科大学病院 89
7 東京都 日本医科大学付属病院 89
7 東京都 都立墨東病院 89
7 和歌山県 和歌山県立医科大学附属病院 89

0
5
5
0
0
5
5
0
0
0

■国立大学法人の救命救急センター別評価
順位 都道府県 病院名 評価

点数
改善を要
する点数

1 東京都 東京医科歯科大学医学部附属病院 94
2 岐阜県 岐阜大学医学部附属病院 78
3 宮城県 東北大学病院 77
4 山口県 山口大学医学部附属病院 74
5 福岡県 九州大学病院 73
6 大阪府 大阪大学医学部附属病院 72
7 香川県 香川大学医学部附属病院 65
8 長野県 信州大学医学部附属病院 64
9 新潟県 新潟大学医歯学総合病院 62
10 大分県 大分大学医学部附属病院 58

0
0
5
0
5
5
5
8
5
13
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間
が
限
ら
れ
た
重
篤
患
者
の
検
査
・
手
術

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
医
や
学
生
の
育
成
に

E
R
が
大
い
に
貢
献

宮
坂　

Ｅ
Ｒ
の
存
在
は
教
育
面
で
の
メ
リ

ッ
ト
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
ほ
と
ん
ど
の

大
学
病
院
が
初
期
研
修
医
獲
得
に
苦
労
し

て
い
る
中
、
本
学
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
は
全

国
１
位
で
す
。

大
友　

一
般
臨
床
研
修
指
定
病
院
に
比
べ

て
大
学
病
院
が
不
利
に
な
っ
て
し
ま
う
の

は
、
初
期
臨
床
研
修
で
求
め
ら
れ
る
「
コ

モ
ン
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ※

」「
コ
モ
ン
・
プ
ロ

ブ
レ
ム※

」
に
対
応
す
る
機
会
が
少
な
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
本
学
は
Ｅ

Ｒ
で
コ
モ
ン
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
と
い
う
点
が
強
み
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宮
坂　

一
般
病
院
は
数
多
く
の
診
療
経
験

を
経
て
成
長
さ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
研
修
医
と
し
て
は
現
場
経
験
を

積
み
た
い
と
思
う
の
で
、
一
般
病
院
の
人

気
が
高
く
な
る
。
し
か
し
、
本
学
に
関
し

て
は
教
育
シ
ス
テ
ム
の
質
の
高
さ
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
し
、
Ｅ
Ｒ
と
い
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
も
あ
る
の
で
す
。

大
友　

Ｅ
Ｒ
の
研
修
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

比
較
的
症
状
の
安
定
し
た
患
者
さ
ん
を
研

修
医
自
身
の
責
任
で
診
て
も
ら
う
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｒ
で
は
重
症
の
患
者

さ
ん
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
は

複
数
の
医
師
が
同
時
進
行
で
様
々
な
診
療

を
施
す
の
で
、
研
修
医
に
は
患
者
さ
ん
の

診療・教育・社会貢献において
ＥＲセンターが果たす役割

医学部附属病院ＥＲセンターが2007年に認可され、
各診療科と連携しながら
軽症から重症までの診療を行っている。
2011年度から医学部附属病院長に就任した
宮坂信之病院長と、大友康裕救命救急センター長に
これからの救急医療について語ってもらった。

宮
坂　

2
0
0
6
年
に
東
京
医
科
歯
科
大

学
Ｅ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
6
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
多
く
の
国
立
大

学
病
院
の
Ｅ
Ｒ
で
は
大
変
苦
労
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
学
の
Ｅ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
順

調
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

大
友　

2
0
1
0
年
度
の
厚
生
労
働
省
に

よ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
評
価
で
、
Ｅ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
が
全
国
で
１
位
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て

認
可
さ
れ
て
い
る
全
国
の
病
院
・
大
学
病

院
が
対
象
で
、
Ｅ
Ｒ
の
診
療
体
制
は
も
ち

ろ
ん
、
院
内
の
協
力
体
制
や
地
域
の
救
急

医
療
に
対
す
る
貢
献
度
な
ど
も
評
価
基
準

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
7

年
の
１
年
間
で
受
け
入
れ
た
救
急
車
の
台

数
も
7
7
6
6
台
と
、
全
国
の
国
立
大
学

で
ト
ッ
プ
で
し
た
。
過
去
1
日
の
最
高
記

録
は
42
台
で
す
。
当
院
に
は
ド
ク
タ
ー
カ

ー
も
あ
り
、
救
急
車
搬
送
で
は
間
に
合
わ

な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
医
師
が
直
接

現
場
に
行
き
ま
す
。
救
急
隊
員
の
こ
と
を

理
解
し
た
り
、
救
急
の
現
場
を
直
接
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
教
育
の
場
と
し
て
も

有
効
で
す
。
出
動
時
に
は
、
同
乗
を
希
望

す
る
若
手
医
師
が
大
勢
い
ま
す
。

E
R
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り

各
診
療
科
の
診
療
体
制
も
強
化

宮
坂　

し
か
し
、
開
設
当
初
に
は
様
々
な

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

開
設
が
決
ま
っ
た
時
、
ほ
か
の
診
療
科
で

は
、
医
師
た
ち
の
負
担
の
増
大
、
病
床
数

の
制
約
な
ど
を
懸
念
し
た
よ
う
で
す
。

状
態
や
治
療
内
容
を
十
分
に
把
握
で
き
ず
、

消
化
不
良
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

宮
坂　

教
科
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
、
現
場
で
の
経
験
と
知
識

で
養
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

大
友　

医
学
科
学
生
が
ま
ず
身
に
付
け
る

べ
き
は
、
患
者
さ
ん
に
き
ち
ん
と
病
歴
を

聞
い
た
う
え
で
身
体
診
察
を
行
っ
て
、
検

査
、
診
断
、
治
療
へ
進
む
と
い
う
一
連
の

流
れ
で
す
。
大
学
病
院
で
そ
の
よ
う
な
経

験
を
積
み
や
す
い
の
が
Ｅ
Ｒ
で
す
。
救
急

車
に
乗
っ
て
き
て
も
歩
い
て
降
り
て
こ
ら

れ
る
く
ら
い
症
状
が
落
ち
着
い
て
い
る
患

者
さ
ん
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
患
者
さ
ん

に
対
し
て
学
生
自
ら
病
歴
を
聞
い
て
所
見

を
取
り
、
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

宮
坂　

今
や
Ｅ
Ｒ
は
当
院
の
強
み
の
一
つ

で
す
。
Ｅ
Ｒ
が
あ
る
お
か
げ
で
患
者
さ
ん

や
研
修
医
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
る
病
院

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
期
待
し
た

い
の
は
、
Ｅ
Ｒ
に
来
た
重
症
の
患
者
さ
ん

た
ち
が
、
そ
の
後
も
き
め
細
か
な
診
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ム
ー
ズ
に
各
診
療

科
に
引
き
継
げ
る
体
制
を
作
る
こ
と
で
す
。

Ｅ
Ｒ
と
診
療
科
が
も
っ
と
フ
ラ
ン
ク
に
情

報
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に

強
固
な
チ
ー
ム
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

大
友　

各
診
療
科
と
は
、
何
度
も
議
論
を

重
ね
な
が
ら
改
善
案
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
従
来
の
診
療
体
制
で
は
、
救
急

診
療
の
際
、
各
診
療
科
医
師
の
負
担
に
な

っ
て
い
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
そ

の
点
を
解
消
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

宮
坂　

従
来
は
、
す
べ
て
の
診
療
科
が
協

力
し
合
っ
て
当
直
体
制
を
組
ん
で
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
当
直
で
な
い
医
師
が
呼

ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
24
時
間
対
応
で
き
る
Ｅ
Ｒ
が
最
初
の

窓
口
と
な
る
こ
と
へ
の
安
心
感
は
と
て
も

大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
安
心
で
し
ょ
う
。

大
友　

循
環
器
内
科
や
脳
神
経
外
科
な
ど

の
医
師
た
ち
は
、
積
極
的
に
治
療
し
た
い

症
例
が
増
え
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

宮
坂　

さ
ら
に
、循
環
器
内
科
で
あ
れ
ば
、

心
筋
梗
塞
の
よ
う
な
時
間
と
の
戦
い
で
あ

る
疾
患
に
対
応
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｒ
に
は
、
緊
急
を
要
す
る
重
篤
患
者
が

多
く
運
ば
れ
る
た
め
、
各
科
は
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

大
友　

特
に
緊
急
手
術
や
検
査
に
つ
い
て

大
き
く
改
善
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
6
階

の
み
だ
っ
た
オ
ペ
室
、
１
階
の
み
だ
っ
た

検
査
室
な
ど
を
、
Ｅ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
内
に
も

設
け
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
移
動
時

救命救急センター長
大学院医歯学総合研究科
救急災害医学分野 教授

大友康裕

1984年日本医科大学医学部卒業、
91年総合会津中央病院救命救急セ
ンター部長、95年国立病院東京災
害医療センター第2外科医長、2002
年同救命救急センター長、06年東
京医科歯科大学救急災害医学分野
教授、医学部附属病院病院長補佐
ERセンター長、07年より現職。

医学部附属病院長
大学院医歯学総合研究科
膠原病・リウマチ内科学分野 教授

宮坂信之

東京医科歯科大学医学部卒業。
1986年～89年東京女子医科大学リ
ウマチ痛風センター助教授。89～
95年東京医科歯科大学難治疾患研
究所教授。同年同大学第一内科教
授。99年から同大学膠原病・リウ
マチ内科学分野教授。2011年から
医学部附属病院長併任。

■2007年度東京医科歯科大学
　救命救急センターによる患者の収容状況

■救命救急センターへの道のり

2007.4.1. 
救命救急センターとして承認

2006.4.1. 
東京医科歯科大学医学部附属病院
ERセンター発足

2006.7.20. 
1次・2次救急に加え、
3次救急患者の受け入れ開始

2000
（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

合計
■入院患者数
　　2617人
■救急車搬送数
　　7766人
■救急患者総数
　　1万5229人
■ホットライン数
　　1329人
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Otomo Yasuhiro vs Miyasaka Nobuyuki

※
コ
モ
ン
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ（com

m
on disease

）／
コ
モ
ン
・
プ
ロ
ブ
レ

ム（com
m
on problem

）：
通
常
診
療
で
頻
繁
に
遭
遇
す
る
疾
患
と

そ
の
主
訴
・
症
状
の
こ
と
。
大
学
病
院
な
ど
高
度
専
門
医
療
を
提
供

す
る
施
設
で
は
扱
う
機
会
が
少
な
い
。
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修
医
に
は
、
①
病
歴
と
身
体
診
察
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
臨
床
推
論
を
ベ
ー
ス
に
し
た

診
療
、
②
幅
広
い
医
学
知
識
と
技
術
、
③

Ｅ
Ｂ
Ｍ（E

vidence-based M
edicine

）

に
沿
っ
た
自
己
学
習
能
力
、
④
患
者
や
多

様
な
職
種
の
医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
、
⑤
医
療
倫
理
と
プ
ロ
意
識
の

順
守
、
⑥
医
療
シ
ス
テ
ム
の
理
解
と
活
用

を
ゴ
ー
ル
と
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

学
生
は
毎
朝
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
る
病
棟

患
者
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
。
病
棟

回
診
で
は
、
10
人
の
教
員
を
中
心
に
精
力

的
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
で
は
、
指
導
医
か
ら
研
修
医
ま

で
、
10
人
前
後
か
ら
成
る
3
チ
ー
ム
が
、

集
中
治
療
室
の
呼
吸
循
環
管
理
、
感
染
症

の
治
療
、
栄
養
、
臓
器
障
害
、
基
礎
疾
患

へ
の
介
入
な
ど
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
集
中

治
療
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
学
生
は
、

多
彩
な
手
技
、
人
工
呼
吸
器
を
は
じ
め
と

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
2
0
0
6

年
か
ら
「
医
科
歯
科
ス
タ
イ
ル
」
と
呼
ぶ

救
命
救
急
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、3
次
救
急
の
み
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
初
期
対
応
を
救
急
科
専
門
医
が
行

う
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
磯
谷
栄
二
講
師

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
救
急
医
が
初
期
診
療
か
ら
3
次
救
急

ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

救
急
医
療
の
質
が
向
上
し
ま
す
。
さ
ら
に

各
科
の
専
門
医
の
業
務
負
担
を
軽
減
し
、

本
来
の
業
務
に
専
念
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
に

お
い
て
は
、
様
々
な
重
症
疾
患
や
外
傷
の

患
者
の
診
療
を
通
じ
て
、
学
生
や
研
修
医

し
た
医
療
機
器
の
操
作
を
含
め
た
、
あ
ら

ゆ
る
集
中
治
療
を
学
ぶ
。
実
際
に
学
生
が

救
急
車
に
同
乗
す
る
実
習
も
行
っ
て
お

り
、
学
生
に
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。

　

一
方
、
北
米
の
医
療
を
よ
り
深
く
理
解

す
る
教
育
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
2

0
0
2
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
提
携
し

て
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
。
2
0
0
3

年
か
ら
毎
年
、
数
人
の
教
員
が
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
研
修
を
し
、
相
互
交
流
を
行
っ

て
い
る
。
医
学
部
6
年
生
の
中
か
ら
は
選

考
を
経
て
、
毎
年
4
月
か
ら
3
カ
月
間
、

現
地
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
に

参
加
す
る
。
学
生
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
で
臨
床
実
習
を

行
う
。
初
療
室
で
の
患
者
の
診
察
か
ら
始

ま
り
、
鑑
別
診
断
を
考
え
、
検
査
結
果
の

検
討
、
患
者
の
病
態
把
握
な
ど
を
行
う
。

　

2
0
0
5
年
に
は
英
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
カ
レ
ッ
ジ
と
提
携
を
結
び
、
医
学
部
4

年
生
が
5
カ
月
間
相
互
留
学
を
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
臨
床
を
体
験
す
る
前
の

4
年
生
が
基
礎
研
究
の
構
築
の
仕
方
や
、

論
文
の
書
き
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
、
初
期
の
臨
床
研
修
に
お

い
て
、
良
質
な
救
急
医
療
研
修
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
加
え
、
救
急
科
専
門
医

を
数
多
く
世
に
輩
出
す
る
こ
と
を
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
医
療
の

中
核
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な

人
材
を
輩
出
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

が
幅
広
い
知
識
と
経
験
を
身
に
付
け
ら
れ

る
の
で
す
」

　

現
在
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
の
す
べ
て
の
医

学
生
、
年
間
50
人
以
上
の
初
期
研
修
医
、

年
間
5
人
前
後
の
レ
ジ
デ
ン
ト
が
医
学
教

育
を
受
け
て
い
る
。

　
「
本
学
は
、
年
間
7
0
0
0
台
前
後
の

救
急
車
、
年
間
約
1
5
0
0
人
の
緊
急
入

院
患
者
を
診
療
し
て
お
り
、
受
け
入
れ
患

者
数
は
国
立
大
学
法
人
で
は
日
本
一
で

す
。
学
生
自
身
も
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
研
修
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
」（
磯
谷
講
師
）

　

研
修
を
受
け
る
す
べ
て
の
医
学
生
と
研

救命救急センター副センター長・講師
磯谷栄二

■TMDU後期研修プログラム　救急科

ER救急専門医コース

レジデント

協力病院研修

医員

救急科専門医

外傷外科医養成コース

レジデント

医員

協力病院研修

医員

救急科専門医

卒後5年
終了時

大学院

医員
協力病院スタッフ

社会人大学院

チーフ
レジデント

協力病院
スタッフ

追加修練

大学院

医員
協力病院スタッフ

社会人大学院

チーフ
レジデント

協力病院
スタッフ

追加修練

教育・指導経験を積む

日本救急医学会指導医

多彩な進路

留学
（国内外）

アカデミック・
ポジション

基幹・中核病院
救急部門
責任者

卒後
3年目

4年目

卒後7年
終了時

10年目～
12年目

生きた救急医療の教育
東京医科歯科大学救命救急センターは、学生や研修医に

生きた救急医学・救急医療を教育することを重要なミッションに掲げている。
教育の大きな特徴は、幅広い救急診療研修が充実している点だ。

Emergency Medicine 

Education Program
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大学院生らによるCa2＋ independent PLA2に
対する特異的阻害剤を用いた動物実験と好中
球に関するin vitro研究。　

　

大
友
セ
ン
タ
ー
長
の
テ
ロ
災
害
に
対
す

る
医
療
体
制
の
研
究
も
進
む
。
テ
ロ
発
生

時
に
最
前
線
に
立
つ
救
急
医
療
施
設
で

は
、
適
切
な
診
療
が
行
え
な
い
こ
と
に
よ

る
死
者
数
・
重
篤
患
者
数
の
増
大
、
医
療

従
事
者
自
身
へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
テ
ロ
・
災
害
全
般
に
対
応
す
る
初
動

手
順
を
整
理
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
研
修
会
を
実
施
し
て
き

た
。
テ
ロ
・
災
害
の
現
場
で
の
医
療
に
つ

い
て
本
格
的
な
検
討
も
開
始
し
た
。

　

磯
谷
栄
二
講
師
は
、
敗
血
症
性
D
I
C

に
対
す
る
リ
コ
ン
ビ
ナ
ン
ト
ト
ロ
ン
ボ
モ

ジ
ュ
リ
ン
の
有
効
性
に
つ
い
て
臨
床
研
究

を
進
め
て
い
る
。
敗
血
症
は
、
細
菌
に
感

染
す
る
こ
と
に
よ
り
、
炎
症
反
応
が
全
身

に
及
ん
だ
状
態
を
指
す
。
重
度
の
敗
血
症

で
は
、
D
I
C
を
惹
起
し
凝
固
系
の
亢
進

に
よ
る
血
栓
形
成
に
よ
り
、
多
臓
器
障
害

を
引
き
起
こ
す
。
従
来
の
治
療
で
は
、
蛋

白
分
解
酵
素
阻
害
剤
や
抗
凝
固
剤
な
ど
の

投
与
で
、
凝
固
異
常
を
抑
え
て
き
た
。
磯

谷
講
師
が
臨
床
研
究
に
用
い
て
い
る
の

は
、
2
0
0
8
年
に
臨
床
使
用
が
可
能
と

な
っ
た
組
み
換
え
ヒ
ト
可
溶
型
ト
ロ
ン
ボ

モ
ジ
ュ
リ
ン
だ
。
ト
ロ
ン
ボ
モ
ジ
ュ
リ
ン

が
過
剰
に
産
生
さ
れ
た
ト
ロ
ン
ビ
ン
と
結

合
す
る
と
、
プ
ロ
テ
イ
ン
C
の
活
性
化
を

介
し
て
凝
固
因
子
を
不
活
化
す
る
。さ
ら
に
、

炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
も
抑
制
す

る
。
そ
の
結
果
、
凝
固
系
の
異
常
や
全
身

性
の
炎
症
反
応
が
改
善
さ
れ
る
た
め
、
D

I
C
に
対
す
る
治
療
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

疫
学
研
究
の
分
野
で
は
、
白
石
淳
助
教

が
日
本
外
傷
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
る
約
4
万
3
0
0
0
件
の
症
例
を
基

に
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
脳
卒
中
患
者
の
外
傷
の
特
徴
に
つ
い

て
、
日
本
外
傷
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
2
万
2
5
7
例
を
検
討
。
脳
卒

中
既
往
歴
の
有
無
が
、外
傷
受
傷
部
位
と
、

外
傷
死
亡
率
に
及
ぼ
す
影
響
を
多
変
量
解

析
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
相
星
講
師
は

「
よ
り
臨
床
応
用
に
近
づ
け
る
よ
う
な
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
目
指

し
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。
ス
タ
ッ
フ

も
35
人
に
増
加
し
た
。
相
星
講
師
は
「
ぜ

ひ
若
い
医
師
に
も
、
積
極
的
に
研
究
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
る
。

  

「
現
在
、
救
急
災
害
医
学
分
野
で
は
、

各
種
侵
襲
に
よ
る
生
体
反
応
と
、
そ
の
制

御
の
解
明
、
治
療
法
の
開
発
や
重
症
胸
腹

部
外
傷
、
多
発
外
傷
に
関
す
る
臨
床
お
よ

び
基
礎
研
究
な
ど
、
基
礎
研
究
、
疫
学
研

究
、
臨
床
研
究
に
及
ぶ
テ
ー
マ
の
下
で
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
」。
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
相
星
淳
一
講
師
は
説
明
す
る
。

　

相
星
研
究
室
で
は
、
多
臓
器
障
害
の
発

症
機
序
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
非
依
存
性
フ
ォ

ス
ホ
リ
パ
ー
ゼ
A2（C

a
2+

 independent 

PLA
2

）
が
果
た
す
役
割
を
明
ら
か
に
す

る
基
礎
研
究
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、

出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
場
合
、
止

血
が
完
了
し
て
も
、
肺
障
害
を
は
じ
め
と

す
る
多
臓
器
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
が
死
亡
の
原
因
と
な
る
場
合
が

あ
る
。
そ
こ
で
集
中
治
療
の
現
場
で
は
、

多
臓
器
障
害
を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
腸
管
で
産
生
さ

れ
た
脂
質
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
が
腸
間
膜
リ

ン
パ
液
を
介
し
て
大
循
環
に
流
入
し
、
肺

障
害
を
起
こ
す
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
た

が
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
同
定
が
困
難
だ

っ
た
。
相
星
講
師
は
10
年
来
、
米
国
の
チ

ー
ム
と
共
同
研
究
を
進
め
、
リ
ノ
ー
ル
酸

L
P
C
、L
P
E
、ア
ラ
キ
ド
ン
酸
L
P
C
、

L
P
E
の
4
種
類
の
リ
ゾ
リ
ン
脂
質
を
同

定
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
リ
ゾ
リ
ン
脂
質
が
、

ヒ
ト
好
中
球
に
対
し
て
生
物
活
性
を
示
す

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
リ
ゾ
リ

ン
脂
質
の
産
生
に
はCa

2+

 independent 

PLA
2

が
関
与
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
産
生
部
位

や
機
序
の
解
明
は
、
シ
ョ
ッ
ク
に
続
発
す

る
多
臓
器
障
害
の
治
療
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
る
。

救急災害医学の研究事例
救命救急の現場に必要な研究が活発に行われている。

救急災害医学分野は、各種の侵襲による生体反応機構、治療法開発といった集中治療学的視野から、
外傷の臨床・基礎研究、さらに外傷疫学・外傷予防など広く網羅する研究を進めている。

Research for Disaster 

and Emergency Medicine

■救急災害医学分野の研究テーマ

・各種侵襲による生体反応とその制御の解明、治療法の開発
・重症胸腹部外傷、多発外傷に関する臨床および基礎研究
・くも膜下出血後の循環動態に関する臨床研究（循環動態モニタリング） 
・外傷疫学および外傷予防医学
・災害医療に関する疫学研究（厚生労働科学研究費補助金　健康安全・    
 危機管理対策総合研究事業　テロ対策等の自然災害以外の健康危機   
 管理時の医療体制に関する研究） 
・初期診療に関する疫学研究（心臓型脂肪酸結合たんぱく質迅速診断
 キット、開頭血腫除去術の適応判断のためのスコア） 

救命救急センター講師
相星淳一




